　拝啓　陽春の候，いよいよご清栄の段お喜び申し上げます。

今日，国際交流，異文化理解は日本の英語教育において大きな課題のひとつであります。

そこで，貴校の英語教師の役職にケリー・マッカルスキー氏をご紹介いたします。

同氏は平成１３年１０月より平成１４年９月まで１カ年間，英国バーミンガム大学修士課程において，応用言語学を修められました。アメリカ英語だけでなく，イギリス英語にも造詣が深いので，語学指導だけでなく，英米比較文化の教授においても，力を発揮されると思います。

　バーミンガム大学の，応用言語ならびにＴＥＦＬ／ＴＥＳＬ大学院コースでは，学生仲間からの信望も厚く，リーダーとして活躍されました。ここでは，英国人学生だけでなく，ヨーロッパやアジア，北米など，実に１０カ国以上から留学生が集い，共に学んでおりました。同氏はそこで毎週の定期的な会合を開催するだけでなく，学生と教授が自由な雰囲気で交流できるパーティーを計画されるなど，中心的な役割を果たしました。同じコースで学ぶ学生のまとまりを重視し，コミュニケーションの大切さをだれよりもよく理解していたのです。これは，日本においてもっとも大事な「和」の精神につながるものです。南米，韓国，スペインなど海外での滞在経験が豊富であり，異文化に対して柔軟に受け入れることのできる人物なればこそ，できたことだと思います。

　日本には韓国で教鞭を執っておられたときに数日，滞在したことがあるだけだそうですが，もしも日本で教鞭を執られることになれば，学生達の英語学習に対する意欲を向上させ，新しい取り組みを導入し、授業を活発にさせることでしょう。教師として，貴校の英語教育の発展に一助したいと念願されております。マッカルスキー氏の意欲をお引き立てくださいますよう，よろしくお願い申し上げます。

　まずは書面をもってご紹介まで。

敬具

平成１４年４月２２日
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